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１．研究目的 
 比較思想学会が設立（1974 年）されてから 40 年目を迎え、昨年(2013 年)、事務局のある本校
で 40 周年記念大会が開催された。 
テーマは、｢比較思想の新たなる射程｣で、これまでの比較思想研究をふまえての新たなる比較
思想研究の展望が議論された。設立当初、初代会長であり発起人でもあった中村元博士は、比較
思想とは単に過去の思想を比較するだけではなく、比較を通して現代の新しい思想を構築しなけ
ればならないと述べている。果たして 40 年の歴史の中でそれをなしえてきたのか、また今後の展
望があるのかという点が、議論された。 
確かに、当学会の毎年の学術大会では極めて水準の高い発表が行われ、恒例のシンポジウムと
併せて大きな成果を上げてきた。しかし、中村元名誉会長の求めた新しい思想の構築という面で
どれだけ成果があるかというと、疑問とせざるを得ない。また、時代状況も 40 年前とは大きく変
化し、過去の方法論がそのままでは通用しなくなっている。 
そこで、もう一度「比較思想とは何か？」という原点に立ち、そもそも比較思想とは何を対象
とし、どのような視点から、どのように対象を知ろうとする研究なのか？そしてその研究の思想
的営みは何を求めているのだろうか？を、問い直さなければならない時期にきていると思われる。 
当初、学会成立期にどのような意図で設立されたかといえば、それはあらゆる学問研究を視野
に入れつつ、思想研究の新たな地平を求めていたといえるといえるであろう。それは端的には、
アカデミニズムを席捲する西洋近代の思惟を世界史的規模で非西洋文化圏の思想と対比すること
で、新たな知を獲得することであった。初代会長である中村元博士は、そのような知の獲得を世
界史的視野で諸思想の思惟構造の比較研究にまで及ぶ広大な知の世界を提示した。しかし、学会
設立から 40 年が過ぎ、現今の比較思想研究が新たな段階に入らざるを得ない状況となっているの
も事実である。 
その状況は知のグローバリゼーション化であり、すなわち情報の集積と拡大が地球規模となり、
その情報が研究活動にも大きな変革を促している。しかもその情報の流れは、多くの場合経済活
動と密接に関係している。しかもその経済は、すでに二十世紀の資本主義とは機能と構造の様相
を一変させ、その経済に潜む精神性も劇的に変容していると思われる。 
こうした状況の中で、比較思想はどのような意義を持ち続けることが出来るのであろうか。こ
の問題を考えるためにまず必要とされる検証は、冒頭でも述べたが、設立時の目的の一つであっ
た、比較を通して新しい思想を構築するということがこれまで 40 年の歴史の中でなしえてきたの
かである。 
したがって、本研究ではまず手始めに比較思想研究 40 年の歴史の検証のためにアーカイブ化
（PDF 処理等）をおこない、様々な視点から批判分析を行うこととする。そしてそれと並行しな
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がら、新たなる研究の可能性を考えるために、比較思想研究方法論再考も行っていくこととする。 
 
（参考文献：末木文美士「〈比較思想の新たなる射程〉趣旨説明」・廣澤隆之〈総括「比較思想
の新たなる射程」に向けて〉、『比較思想研究』40 号、比較思想学会 2013、所収） 
 
２．研究方法 
 本研究を進めるにあたって、5 つの研究分野に分け、3 年計画で順次進めていくこととした。 
1．学会誌『比較思想研究』40 年分の PDF データ化(アーカイブ化) 
2．比較思想研究 40 年の動向研究（テーマ分析） 
3．学会誌『比較思想研究』40 年分の論文分析 
4．比較思想研究の方法論再考 
5．比較思想研究の展望 
 本研究の目的を達成するために初年度である本年度ではまず、比較思想研究 40 年の歴史の検証
のための作業を行った。その作業とは、雑誌『比較思想研究』のデジタル処理、アーカイブ化（PDF
処理等）であり、それはまた統計分析等の新たなる研究方法にも対応できることを目指している。 
 雑誌『比較思想研究』のデジタル処理、アーカイブ化のためには、論文原稿をスキャンして PDF
化の際に OCR テキスト処理を行わなければならない。OCR テキスト処理には、文字化けの危険
性が伴う。したがって、原文の OCR テキスト処理後、文字化けがないかどうかのチェックが必
要となってくる。このチェック作業が、多大な時間と労力を必要とするのである。このチェック
作業体制に漏れが生じないように、2 人でのダブルチェック体制を敷き、精度を上げる試みも行
った。 
 雑誌『比較思想研究』１冊につき、掲載論文が８～１０本程度あり、その４０年分にあたる約
４００本の論文が、本年度の作業校訂の対象となった。 
本年度の作業は、比較思想研究 40 年の歴史を、様々な視点から批判分析することが可能となる
端緒を築いた。 
 
３．研究成果と公表 
 比較思想学会が 40 周年を迎え、比較思想研究も新たなる段階に達した。雑誌『比較思想研究』
をデジタル化（PDF 化）したことにより、新たに様々な分析が可能となり、また広く学会外の研
究者にも資料を提供することが可能となり、多方面からの研究・分析が活発化することが、予想
される。 
 また、本大学には東洋を主たる研究対象とする学者と西洋を主たる研究対象とする学者が多数
おり、本研究を遂行するには理想的な環境が確保されている。 
 したがって、比較思想の分野において、本学の学術的な特色がそのまま活かされ、そのことで
独創的な新たな視点を生む契機となり得ることが期待される。 
 本研究計画は、3 年計画のもとで企画立案されており、本年度はその初年度に当たる。 
15 
 
本年度の研究成果は、比較思想学会のホームページ上にてすでに公表されている。これにより、
学術雑誌『比較思想』第 4 号～第 39 号所収の掲載論文は、PDF にて閲覧･検索が可能となった。 
 最新号の開示から 3 年を経ていない雑誌･論文に関しては、ホームページ上には、アップしない
ことが、学会の内規規定されているためと、創刊号から 3 号までは活字印刷の状態が良好ではな
いことで、OCR テキスト処理には別作業が伴うので次年度に繰り越したために、現状では第 4 号
から第 39 号までの開示となっている。 
 以下が、比較思想学会のホームページ上での公表状況である。  
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